
「
美
し
い
海
。
母
な
る
海
。
し

か
し
、
そ
れ
は
二
度
と
陸
を
踏
む

こ
と
を
ゆ
る
さ
な
い
、
出
口
の
な

い
海
で
も
あ
っ
た
。
…
（
略
）
…

五
号
艇
発
進
用
意
！
　
死
の
号
令

が
脳
を
突
き
ぬ
け
た
。（
来
た
！
）

並
木
は
体
を
よ
じ
っ
て
発
動
桿
を

ぐ
っ
と
に
ぎ
っ
た
。
」
（
本
文
よ

り
）
。
人
間
魚
雷
“
回
天
”
を
テ

ー
マ
に
し
た
横
山
秀
夫
原
作
の

『
出
口
の
な
い
海
』
の
映
画
が
、

い
よ
い
よ
今
月
16
日
か
ら
全
国
一

斉
に
封
切
ら
れ
ま
す
。
過
日
、
そ

の
試
写
会
に
招
か
れ
て
鑑
賞
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。
私
は
、
実
際

に
撮
影
で
使
わ
れ
た
こ
の
“
回
天
”

と
は
、
制
作
直
後
、
周
南
で
実
施

さ
れ
た
海
上
テ
ス
ト
時
点
か
ら
の

“
つ
き
合
い
”
で
、
平
生
に
連
れ

て
帰
る
ま
で
、
ず
っ
と
見
守
っ
て

き
ま
し
た
。
合
間
を
縫
っ
て
、
下

関
の
ロ
ケ
現
場
に
も
足
を
運
び
、

伊
号
潜
水
艦
の
甲
板
に
搭
載
さ
れ

た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
も
覗
い
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
映
画
の

完
成
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
ち

望
ん
で
い
ま
し
た
。
主
演
の
市
川

海
老
蔵
さ
ん
の
抜
群
の
演
技
力
も

あ
っ
て
、
実
に
感
動
的
な
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
か
つ
て
の
甲

子
園
優
勝
投
手
が
“
魔
球
”
の
完

成
に
復
活
の
夢
を
託
す
も
の
の
、

戦
争
が
容
赦
な
く
若
者
の
夢
と
運

命
を
飲
み
込
ん
で
い
く
。や
が
て
、

海
軍
に
志
願
し
、“
回
天
”
の
搭

乗
員
へ
。
生
と
死
の
意
味
を
問
い

続
け
な
が
ら
、
特
攻
の
壮
絶
な
使

命
に
突
き
進
む
青
年
の
姿
を
描
く

も
の
で
す
。
さ
す
が
に
、
極
限
状

況
の
下
で
操
縦
桿
を
握
る
シ
ー
ン

に
は
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い

で
し
た
。１
人
で
も
多
く
の
人
が
、

こ
の
映
画
を
鑑
賞
さ
れ
、
戦
争
の

も
た
ら
す
狂
気
と
不
条
理
、
同
時

に
、
命
の
尊
さ
と
平
和
の
大
切
さ

を
読
み
と
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
“
回
天
”
を

今
年
１
月
、
本
町
の
「
阿
多
田
交

流
館
」
前
に
設
置
し
て
以
来
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
話
題
と
な
り
、
そ
の

効
果
も
あ
っ
て
来
館
者
数
は
激

増
。
展
示
後
、
わ
ず
か
２
カ
月
で
、

昨
年
１
年
間
の
総
数
を
突
破
し
、

今
年
は
現
在
ま
で
、
５
千
人
を
越

え
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
交
流

館
の
指
導
員
は
そ
の
応
待
に
追
わ

れ
、
多
忙
を
き
わ
め
る
な
ど
、
う

れ
し
い
悲
鳴
で
す
。
こ
う
し
て
今

や
、
こ
の
交
流
館
は
平
和
学
習
の

“
拠
点
”
と
し
て
町
内
外
か
ら
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
映
画
の
公

開
に
あ
わ
せ
て
、
平
生
町
観
光
協

会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
も
実
施
さ

れ
て
い
て
、
今
後
一
層
、
注
目
度

も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
会

に
是
非
、
あ
な
た
の
ご
来
館
、
ご

来
町
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
出
口
の
な
い
海
』
雑
感
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米国同時多発テロや武装不審船

の事件が発生するという情勢を踏

まえ、平成16年に国民保護法が

制定されました。国民保護法に基

づいて、昨年は県が「山口県国民

保護計画」を作成し、平生町にお

いても本年度に「平生町国民保護

計画」を作成することとしていま

す。計画を作成するにあたり、

「平生町国民保護協議会」に諮る

必要があるため、第１回目の会議

を、８月３日に町役場第３庁舎会

議室で行い、国民保護法制、平生

町国民保護計画（素案）について

協議しました。

「平生町国民保護計
画」を作成します

８月23日、厚生労働大臣から

民生委員児童委員への委嘱状が、

町長より浅海和枝さんに伝達され

ました。

これは、故浅海克子さんの後任

として委嘱されたもので、担当地

区は黒羽根、東魚見、西魚見地区

です。身近な福祉の相談相手とし

てこれからのご活躍が期待されま

す。

民生委員児童委員
を委嘱


